
臨時休校に伴った利用自粛となった学童保育に関するアンケート（保護者向け）　【結果概要】
2020/8/21 愛知学童保育連絡協議会

アンケート実施期間:2020/7/20～2020/7/31 有効回答数:678

学童保育への意見・要望:　開所継続への感謝（多数）、３密回避が難しい（多数）、自粛分の返金をしてほしい、など。

まとめ: 首都圏とは異なり、保護者の勤務スタイルが変化しておらず、28%もの家庭が毎日利用していた。
第２波であっても勤務スタイルは同様となると推測されるので、開所できるような準備が必要。

　 スペースが狭く、３密の回避が困難な中でも、奇跡的に安全に過ごすことができた。

マスク、消毒液等の行政からの支援が不足し、保護者が協力している事例が多くみられた。
冬季の換気方法等も心配される。 以上
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2.学童保育利用の自粛
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4.学童保育を利用していない間のお子さんの様子・行動
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在宅ワークとなった
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学童保育所の利用自粛のため、仕事はお休みした。

職場からの依頼で、仕事はお休みになっていた
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仕事を辞めなければいけなかった
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12.保護者の勤務スタイルの変化
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13.ゲーム・インターネットの時間
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17.第２波で、感染防止

用品は足りますか？

はい

いいえ


